令和７年度　圧力設備診断技術者評価試験

受験申請書

	（西暦）　　年　　月　　日

一般社団法人日本高圧力技術協会　殿

HPIS F 101圧力設備診断技術者認証基準により受験を申請します。

	フリガナ
	(姓)

	(名)

	受験番号

	受験者

氏　名
	
	 eq \o\ac(○,印)
	

	生年月日
	（西暦）　　　年　　月　　日生

	認証区分
	１．レベル１　　　　２．レベル２
	受

験

地
	１．東京　２．大阪

	現住所
	〒
	電話番号

	
	
	－　　　－

	勤務先

(所属部課)
	
	電話番号

	
	
	－　　　－

	同  上

所在地
	〒

	Email
	

	最終学歴
	学校名　　　　　　　学部　　　　　学科･専攻


	（西暦）　　　
年　　月　卒業(修了)

	
	１．大学理工系学部又は工業高等専門学校専攻科

２．短期大学理工系又は工業高等専門学校

３．工業高等学校

４．その他

	通知先
	１．現住所　　２．勤務先


※ 別紙の受験申請書記入上の注意事項に従って記入して下さい。
※ 受験票は切り離さないで送付して下さい。

令和７年度　圧力設備診断技術者評価試験受験票




	認証区分
	受験地
	受験者氏名
	受験番号

	１．レベル１

２．レベル２
	１．東京

２．大阪
	
	


一般社団法人日本高圧力技術協会

受験者の職務経験証明書

	期　間
	従事した圧力設備関連の職務内容、担当内容等
	同左における職名
	職務経験年数

	自　　　年　　月

至　　　年　　月
	
	
	

	自　　　年　　月

至　　　年　　月
	
	
	

	自　　　年　　月

至　　　年　　月
	
	
	

	自　　　年　　月

至　　　年　　月
	
	
	

	自　　　年　　月

至　　　年　　月
	
	
	

	自　　　年　　月

至　　　年　　月
	
	
	

	自　　　年　　月

至　　　年　　月
	
	
	

	合計職務経験年数
	年


上記の記載事項に相違ないことを証明します。

証明者記入捺印
　　　　　　　　　　　　勤務先名

　　　　　　　　　　　所属部課　

氏　　名　　　　　　　　　　　　　　　 eq \o\ac(○,印)

《受験上の注意》
1.受験票は、試験当日必ず持参すること。

2.受験票の写真欄に申請書の写真と同一の写真をはり、それぞれの写真の裏には、あらかじめ受験者本人が黒又は青のボールペンで氏名を記入しておくこと。

3.試験開始時刻に遅刻した場合は、試験監督員の指示に従うこと。自己の責となる事由により30分以上遅刻したときは、受験を認めない。

4.試験前に説明を行うので、試験開始時刻の10分前までに着席のこと。

5.試験の際は、机上には、受験票、鉛筆、消しゴム、鉛筆削り、時計、定規、電卓（プログラム電卓及び電子手帳の持ち込み禁止）以外のものを置いてはいけない。

6.問題・解答用紙の所定欄に、受験番号・氏名を試験監督員の指示に従い、必ず記入すること。

7.試験開始1時間経過後まで退室は認めない。退室する際には、受験票を持ち帰ること。

ただし、問題用紙及び解答用紙は持ち帰ってはならない。

8.その他については、試験監督員の指示に従うこと。

9.受験に際し不正行為があったと認められた場合には不合格とする。また、今後受験が出来なくなることがある。
写真貼付


最近6ヶ月以内に


撮影したもの


（正面、脱帽）


タテ3㎝　ヨコ2.5㎝








写真貼付


最近6ヶ月以内に


撮影したもの


（正面、脱帽）


タテ3㎝　ヨコ2.5㎝











